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1. はじめに 

 大学では生徒のために実習用の PC が用意され

ている。しかし、大半の PC にはストレージを個

人用として用意しているが物理マシン自体は共

有して使用している。そのためスーパーユーザ

としての権限を持っていない。制限ユーザとし

て使用しているため、ソフトのインストールや

一部の操作に制限がかかる。実際ならスーパー

ユーザとして実習用の PC を用意することで自由

に実習することが望ましいが、生徒一人一人に

用意するには高いコストが掛かってしまう。ま

た、高性能のサーバを用意して仮想化ソフトを

使い、個人用を構築しても物理マシン自体にコ

ストが掛かってしまう。 

 この問題に対して、共有している PC 上に実習

用の PC を用意して、個人がスーパーユーザとし

て使用出来るシステムが必要といえる。このよ

うなシステムが構築する技術としてクラウドコ

ンピューティングがある。しかし、多くはパブ

リッククラウドであり、データの保存や転送な

どに料金が掛かるため、コストが高くなってし

まう。そのため大学内のみで管理・運用するた

めにプライベートクラウドが適切といえる。そ

こでプライベートクラウド構築として OSS の

Eucalyptus[1]がある。これにより、システム構

築のコストがなくなり、物理マシンのみのコス

トとなる。 

 本研究ではこの Eucalyptus を基盤とした

Ubuntu Enterprise Cloud(UEC)[2]を使い、学内

のみで使用する実習環境の構築を提案し、十分

実習できるかを評価する。 

 本文の構成は、２章ではシステム設計、３章

ではインスタンスの性能評価及びユーザ利用方

法、最後に結論を述べる。 

 

2. システム設計 

 本研究では現在、図 1 のように cluster マシ

ンを１台、ノードマシンを 2 台で構成している。

Cluster マシンにはユーザのリクエストを受ける

CLC、NC のリソース管理や CLC からのリクエスト 

 

 

 

 

を受ける CC、イメージを保存する WS3、仮想ボ

リュームを仮想マシンに提供する EBS で構成さ

れている。また、ユーザと CLC、CC と NC 間はネ

ットワークで接続されている。 

Eucalyptus はユーザ認証において十分でない

ため、本研究では Eucalyptus に接続する前に認

証システムに接続させ、そこで登録を行う。セ

キュリティではホストマシンは管理者のみが接

続でき、ノードマシンは管理者と利用ユーザが

接続できる。ただし、利用ユーザはインスタン

スへの sshログインのみにする。 

各物理マシンは zabbix を使い監視させる。仮

想マシンやイメージ、EBS の監視は Eucalyptus

が自動でしている。また、これらの情報表示と

して Elasticfoxを使い確認することができる。 

 

 
図 1 システム構図 

 

3. システム評価 

3.1 仮想マシンの性能評価 

 １台のマシン上にに複数の仮想マシンを構築

しての性能評価は実証されている[3]。この研究

ではシングルコアを使用しているが、本研究で

はマルチコアを使用する。また、評価方法とし

て｢スーパーπ｣を用いて、209 万桁まで計算させ

る。1 台のノードマシン上に 1～60 台の仮想マシ

ンを起動させ、その上でプログラムを実行する。

OS は Centos5.3 を使用する。測定に使用した物

理マシンは表 1 と表 2、仮想マシンタイプは実習

として十分使用できるスペックとして表 2 と表 3

の通りにする。また、１台の物理マシンの資源

を最大限に使用するため、ノードマシン内で仮

想マシン環境設定ファイル Eucalyptus.conf に

Construction of practice environment with private cloud 
Shinichiro Kibe, Minoru Uehara 
†
Dept. of Information and Computer Sciences, Toyo 

Univ. 
 

Copyright     2011 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-409

5X-6

情報処理学会第73回全国大会



 

 

ある MAX_CORE をノードマシンの最大コア数、８

コアに設定して使用する。これにより、仮想マ

シンを稼働させる最大数はタイプ(1)では 30 台、

(2)では 60台になる。 

 

表 1 ホストマシンの仕様 

CPU AMD Athlon Ⅱ X4 

Processor 

Memory 8GB 

HDD 500GB 

OS Ubuntu10.10 

 

表 2 ノードマシンの仕様 

CPU Intel corei7 860 

+8-core 

Memory 16GB 

HDD 1TB 

OS Ubuntu10.10 

仮想化ソフト KVM+QEMU 

 

表 3 仮想マシンタイプ(1) 

コア数 1 

メモリ 512MB 

容量 4GB 

 

表 4 仮想マシンタイプ(2) 

コア数 1 

メモリ 256MB 

容量 4GB 

 

 
図 2 スーパーπによる仮想マシンの性能評価 

 

3.2 測定結果 

 仮想マシンの性能評価を図 2 に示す。図 2 よ

り、512MB ではメモリ不足のため 30 台しか稼働

する事ができないが 256MB と比べて１台のみの

ときの実行時間は１秒の差がある。256MB では

40 台以上になると１台に掛かる仮想マシンの起

動時間が 5 分以上となり、実習に使用するには

時間が掛かりすぎる。また、２台同時実行のと

き両方ともほぼ同じ実行時間といえる。 

以上のことから実習としてはメモリ 512MB が

適切となる。 

 

3.3 Elasticfox を用いたユーザ利用 

 ユーザが利用する方法として Elasticfox[4]を

使用する。これは Firefox のプラグインとして

Amazon EC2 の管理機能を提供するツールである。   

ユーザは認証システムにユーザ名とパスワー

ドを登録する。登録後、ログインして Query ID

と Secret Key を確認する。次に Elasticfox を

インストールし、Eucalyptus の URL 及び Query 

ID と Secret Key を設定する。設定が終了したら

管理者が用意したイメージを使い、仮想マシン

ログイン用のキーを作成して仮想マシンを起動

させる。仮想マシン起動後、PuTTy で作成したキ

ーを使い sshによるログインをする。 

 以上が、ユーザによる仮想マシンログインま

での流れである。 

 

4. まとめ及び今後の課題 

 現在、研究室内で使用しているが、仮想マシ

ンの性能と UEC を用いた実習環境が十分利用で

き る こ と が わ た っ た 。 し か し 、 既 存 の

Elasticfox ではユーザ利用には十分ではないこ

とがわかった。 

 今後の課題としては Elasticfox では起動中の

仮想マシンのデータを保存することができない

ため、コマンドを使い手動で保存するしかない。

Elasticfox の機能とデータ保存ができる管理用

ツールを作成する必要がある。 
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